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Ⅰ．論文の内容の要旨 

（１）論文の構成 

第1部 問題と目的 

第 1 章 カルトと心理操作 

    第 2 章 カルトからの脱会の営み 

    第 3 章 カルトによるマイナスの影響と本人の心理的課題 

    第 4 章 家族とコミュニティの役割 

    第 5 章 カルトについての先行研究 

    第 6 章 本研究の目的 

第 2 部 研究方法についての検討 

    第 1 章 量的研究法 

    第 2 章 質的研究法 

    第 3 章 ミックス法（混合研究法） 

第 3 部 カルト脱会者における勧誘前と脱会後の家族関係の認知変化について  

      の検討（研究 1 と研究 2） 

    第 1 章 量的研究（研究 1） 

    第 2 章 質的研究（研究 2） 

第 4 部 カルト脱会者の家族における勧誘前と脱会後の家族関係の認知変化に    

      ついての検討（研究 3 と研究 4） 

    第 1 章 量的研究（研究 3） 

    第 2 章 質的研究（研究 4） 

第 5 部 カルト脱会者とカルト脱会者の家族における量的研究の比較 

     （研究 5） 

第 6 部 カルト脱会者の 2 群別における質的データの検討（研究 6） 

第 7 部 総合考察 

    第 1 章 脱会者と脱会者の家族別の結果と考察の比較検討 

    第 2 章 量的研究と質的研究別の結果と考察の比較検討 

    第 3 章 脱会者と脱会者の家族における家族関係の検討 

引用・参考文献 

資料
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（２）論文の内容要旨 

 カルトは、Langone(1993)により、「特定の個人などに対して過度の献身が見ら

れ、思考改造プログラムを用いて信者に説得や操作を行って活動を実践させ、体

系的に信者の心理的依存状態を引き起こし、指導者たちの目的のために信者を

利用し、信者やその家族、コミュニティに心理的被害を起こす団体」と定義され

る。カルトの脱会者とその家族は強いストレスを抱えていることが知られてお

り、また、カルトの脱会及び脱会後の脱会者の心理的回復のプロセスにおいて、

家族は重要な役割を果たすと考えられ、脱会者と家族の関係は重要な問題であ

る。しかし、先行研究では、事例研究や脱会者、家族の心理についての実証研究

は見られるが、脱会者と家族の関係を勧誘前から脱会後にかけての変化も含め

て実証的に検討されていない。 

 そこで、本研究は、勧誘前から入信中、脱会後にかけての，脱会者と家族、双

方における家族関係の認知や家族に対する満足度がどのように変化したかとい

うことについて、量的研究及び質的研究のミックス法を用いて明らかにし、カル

トからの脱会者やその家族への支援についての臨床的な示唆を得ることを目的

とした。 

 量的研究の研究協力者は、あるカルト教団の脱会者 86 名と脱会者の家族 62

名だった。カルト・カウンセリング関係者の協力を得て研究協力を依頼した。こ

のうち、脱会者とその家族の組み合わせのデータは得られなかった。脱会者は、

男性 23 名、女性 63 名、平均年齢は 43.5 歳だった。勧誘された平均年齢は 23.3

歳だった。家族は、男性 29 名、女性 33 名、平均年齢は 62 歳だった。 

 質的研究の研究協力者は、質問紙の協力者のうち、面接調査への同意が得られ

た人だった。脱会者は９名、男性２名、女性７名、平均年齢 48.1 歳だった。家

族の研究協力者は、男性５名、女性５名、平均年齢 70.4 歳だった。 

 量的研究では、家族機能尺度（Family Adaptability and Cohesion Evaluation 

Scales ：FACESⅢ）と家族満足感尺度（Family Satifaction Scales：FSS）を

用いた。質的研究では、半構造化面接によるデータを、グループ KJ 法を用いて

分析した。 

 量的分析の結果に基づき、質的データを比較した。量的研究と質的研究の双方

の協力が得られた調査協力者を家族機能尺度の変化により、機能的変化群（F 群）

5 名・非機能的変化群（N 群）3 名に分類した。機能的変化群は，勧誘前は家族

関係が良好ではなく、心理的課題も深刻であり，入信中は家族関係と自己の課題

の解決を希求し、カルトに対しては盲信的であったこと，脱会後は家族への強い

抵抗を感じ、しかし、勧誘前と違う家族理解を獲得し，また，意味の喪失を感じ

つつも自己回復していった様子がみられた。一方，非機能的変化群では，勧誘前

の家族関係は良好で過剰適応傾向と依存傾向や社会へのポジティブイメージが
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みられ，入信中は教義の知的理解と教団への強い抵抗がみられたが、脱会後は過

剰傾向の修正をしつつも入信中の関係の喪失感がみられた。2 つの群はそもそも

勧誘前の家族関係が異なる群であったと言える。 

 脱会者は、量的研究と質的研究の双方で共通して勧誘前から脱会後にかけて、

家族機能の認知がより機能的な方向に変化し、家族とのコミュニケーション・ス

タイルが変化し、家族満足感が高く変化しており、一部に、脱会後については、

受容欲求，変化しない家族関係も見られた。 

 家族は、量的研究と質的研究の双方で共通して、勧誘前から勧誘後にかけて、

家族機能が非機能的な方向に変化し、家族のコミュニケーション・スタイルが変

化し、家族満足感が高まり、一部に家族関係が変わらないという認知も見られた。

ただし、量的研究による機能的な家族機能の認知と，質的研究による非機能的な

家族機能の状態の報告の不一致もみられた。 

 脱会者と家族の認知の質的データを比較した結果、勧誘前については、脱会者

が親への葛藤や失望、親役割代行、過剰適応傾向、心理的課題を問題として認知

していたのに対して、家族は上記いずれも問題としては認知していなかった。一

方、家族からのサポートについては、脱会者は重圧として認知していた。脱会後

の家族関係についての認知として、脱会者が勧誘前の心理的課題回復プロセス

に対応していることを認識しているのに対して、家族はそのようなプロセスへ

の理解が不足していたり関わらなかったりしていることが見られた。  

 本研究の限界としては，レトロスペクティブな調査方法であったこと、一つの

教団限定の調査であり結果の一般化に限界があること、家族関係の認知に対す

る交絡要因の可能性、家族機能尺度の妥当性と信頼性の問題、特に、適応性尺度

の内容が日本になじまないものである可能性、家族メンバーにより認知が異な

るのではないかという問題、同一家族の脱会者と家族のペアリングの少なさが

ある。 

 本研究から得られた臨床的示唆として、脱会過程の脱会者と家族への援助と

して，家族機能が機能的な方向に変化することを目指した介入の重要性、脱会者

サポートにおける家族に対する援助の重要性、家族と脱会者とは家族関係認知

にずれがある場合もあることの認識、援助は，脱会者の成長を促進する営みであ

り，脱会者の生き様へのまなざしが重要であること、が得られた。 

 本研究の臨床的意義として、脱会者と家族ともに，家族機能と家族満足に対す

る認知変化がみられた点を量的な実証データによって実証的に明らかにし、家

族は脱会者にとって情緒的なサポート資源として重要である点を量的、質的な

データから明らかにしたこと、脱会者にとって，脱会が勧誘前の生き様を変化さ

せる契機を提供する点を質的なデータにより明らかにしたことである。 
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Ⅱ．論文審査の結果の要旨 

 

（１）論文の特徴 

 カルト教団の脱会者と家族という、調査が困難な領域において多数の研究協

力者を得て勧誘前から脱会後にかけての家族関係の変化の過程を実証的に明ら

かにしており、さらに、質的研究も合わせて検討した精力的な研究である。研究

者自身のカルト脱会の経験やカルト・カウンセリングの臨床実践を踏まえて、対

象に深く迫ることに成功している点は評価できる。同時に、当事者性によって研

究の信頼性・妥当性を損なうことについての十分な配慮がなされ、すでに信頼性

と妥当性が確立された尺度を使用して統計的な分析を行い、また、質的データの

分析においても複数の研究協力者とともにグループで分析を行っている姿勢も

研究者としての誠実性の表れである。脱会後の長い過程の中でカルト脱会者及

び家族を支援することの重要性を丁寧に浮かび上がらせたことの臨床的な意義

は大きい。カルトの心理学的な影響を個人にとどまらず、家族を含めて広くとら

えた研究として、カルト研究の領域の重要な一歩を進めた研究であるといえよ

う。 

（２）論文の評価 

 論文の特徴に述べたように、研究者としてのアクセスが困難な領域に踏み込

み成果をあげたという点でカルト研究として高く評価できる。脱会者と家族が

脱会により家族関係に対する満足度が共に上昇する一方で、家族関係について

の認知的な変化は機能的、非機能的と逆方向に変化していること、脱会者の心理

的な葛藤や課題を家族が十分に理解しているとは言えないことなどのズレの部

分を明らかにしたことは、臨床的に重要な知見であり、臨床的な意義を豊かに持

つ研究である。 

 しかし、家族機能尺度という日本における妥当性に疑問が残る尺度を用いた

限界や、研究協力者を探すことの困難さを考えれば致し方ないとはいえ、協力者

の群の等質性を確保する工夫が十分ではなく、交絡変数の統制ができていない

ために結果の妥当性に疑問が残った点、など、研究計画上の問題点については今

後、改善が望まれる。また、結果の解釈における個別性の分析の掘り下げが十分

でなく、臨床的示唆が大まかなものにとどまった点には課題が残る。脱会者も家

族も脱会から 10 年以上経過している人が多く、回顧法により得たデータの信頼

性にも疑問があり、現在の認知を投影している可能性があるだろう。しかし、た

とえそうであったとしても、脱会の経験が脱会者にとっても家族にとっても大

きな経験であることが明らかになった意義は大きい。 

 


